






































                                                  






語句を補足する場合、〔〕内に示す。そして、『経験と判断』を EU. と表記する。 




















































































も含めた、諸理念の自然化（Naturalisierung der Ideen）」（HuaXXV, S. 9）であると指摘している。自然主義に
よる意識や理念の自然化は、あらゆる事象を（自然現象だけでなく価値や実践をも）、素朴に理想主義的で客観主




























                                                  
10 キネステーゼとは、ルートヴィヒ・ラントグレーベによると、「運動の遂行においてその運動自身に気づいてい
る運動のことである･･･自分のいわゆる感覚能力を発動させることによってのみ人間は、これに勝るいかなるもの
もないような仕方でこの運動を知るようになる」（vgl. Landgrebe, L., „Das Problem der Teleologie und der 
Leiblichkeit in der Phänomenologie und im Marxismus“, in Phänomenologie und Marxismus 1, Suhrkamp, 
1977. 邦訳：「目的論と身体性の問題―現象学とマルクス主義をめぐって」小川侃訳『現象学とマルクス主義』II




























































































構わない（vgl. HuaIII, §4））、その存在者の理念を看て取る働きが本質直観と呼ばれ（vgl. HuaIII, 
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This paper attempts to presentation of principled possibilities for mutual study of 
phenomenology and scientific disciplines. For this purpose, I will clarify a fundamental difference 
of science of facts and the science of essence. And I will look over the constitutive process until the 
intuition of ideal essence from phenomenological constitution of embodiment. 
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